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定量的経営改善計画書の策定により
金融機関との取引が円滑化

入札状況によって売上が変動する公共工事の元請仕事を中心に行っていた林代表だが、近
年では工事自体も減少し受注が少ない状態が続いていた。受注が発生しても運転資金が必
要であり、金融機関の融資は頼みの綱である。これまで金融機関の支援は得られていたもの
の、業績好調時のように決算書や試算表を提出するだけでスムーズに融資を受けることは
難しくなり、経営改善計画書の提出を要求されるようになっていた。そんな折、顧問税理士か
ら、過去に当拠点に相談した顧問先が経営改善に成功した話や、金融機関や建設業界に詳
しいコーディネーター（以下、Co）がいることを聞き、来所した。

Coはまず経営状況を把握するため、決算書による過去の財務分析を実施。売上高が完成工
事高で計上されているため、試算表では実態が伝わりにくく、金融機関側が融資を検討しや
すい資料（経営改善計画書）を作成する必要があることを確認した。また受注変動が激しい
公共工事の元請中心のため、収益力を向上するには売上の規模拡大とともに、人員増による
能力向上と受注の平準化は避けられないことも認識。民間事業者からの下請け受注等、公共
工事の隙間を埋められるような取り組みの検討も必要と判断した。

金融機関に提出する資料の作成に向けて、Coは工事概況表のフォーマットを提案。この
フォーマットは会計的知識を必要とせず、工事原価の見積から入出金のタイミング等、相談者
の日常的業務から落とし込めることが特徴である。これを活用し、今後の公共工事の見込み
と民間事業者からの下請工事等の獲得戦略を考える機会も提供。決算書と工事概況表で見
通しを作っていく作業を踏まえ、会計的な知識を要求される損益計算書と貸借対照表を5カ
年計画に落とし込むところは、相談者と一緒にCoが作成を支援した。

相談者が日常的に行っている現場感覚で定量的な計画に落とし込みやすいフォーマットを提供
したことで、改善計画の策定が円滑に進んだ。工事概況表の作成は、Coのアドバイスを得なが
ら策定していくことで、年間の繁閑の「見える化」も実現。また、受注平準化のために施工管理
の下請業務の営業活動を展開したところ、施工管理業務だけで相当量の注文が得られるよう
になってきた。Coの作成支援で完成した工事概況表、経営改善計画書を金融機関に持参し、
相談者自身で内容を説明したところ、当初予定よりも好条件の資金調達に成功。相談者はこの
実績を自信に売上拡大に邁進中である。
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